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参
議
院
議
員 

し
か
し
、
こ
の
新
薬
が
、
２
０
世
紀
初
頭
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
再
勃
発
を
防
げ
れ
ば
「
間
に
合
っ
た
か
！
」
と
も
言
え

ま
す
。
藤
井
基
之
議
員
に
は
世
界
規
模
の
備
蓄
を
企
画
し
て
欲
し
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
古
市
博
士
、
野
本
博
士
、
今
回
の
新
薬
開
発
会
社
社

長
手
代
木
博
士
の
３
人
は
旧
浮
田
忠
之
進
研
究
室
に
こ
の
順
で
在
籍

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
「
奇
縁
」
だ
。 

因 

縁
・
奇 

縁 

時
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と

な
り
、
街
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
輝
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
を
買
い
求
め
る
客
や
忘
年
会
な
ど
を
楽
し
む
人
々
で
、
大
変

な
賑
わ
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
て
お

り
ま
す
。
年
初
よ
り
、
草
津
白
根
山
の
噴
火
で
始
ま
り
、
東
京
都
心

で
大
雪
（
二
十
三
セ
ン
チ
の
積
雪
）
、
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日

本
選
手
の
大
活
躍
で
史
上
最
多
の
メ
ダ
ル
獲
得
（
金
メ
ダ
ル
４
、
銀

メ
ダ
ル
５
、
銅
メ
ダ
ル
４
）
、
史
上
初
と
な
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
米
朝
首
脳
会
談
、
大
阪
北
部
地
震
に
よ
る
災
害
、
埼
玉
県
熊

谷
市
の
４
１
・
１
度
の
猛
暑
で
観
測
史
上
最
高
を
記
録
、
広
島
県
・

岡
山
県
を
中
心
と
し
た
西
日
本
豪
雨
被
害
、
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
ロ
シ
ア
大
会
で
の
日
本
代
表
の
活
躍
（
ベ
ス
ト
１
６
で
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
）
、
大
型
台
風
２
１
号
・
２
４
号
に
よ
る
風
雨

被
害
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
の
大
き
な
出
来
事
が
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。 

一
方
国
会
で
は
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
通
算
６
回

国
会
質
問
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
質
問
項
目
は
、
診

療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
大
型
門
前
薬
局
・
敷
地
内
薬
局
に
つ
い
て
、

健
康
食
品
の
名
称
に
つ
い
て
、
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
、
受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て
、
来
年
の
消
費
増
税
に
伴

う
薬
価
改
定
時
期
な
ど
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
他
、
参
議
院

決
算
委
員
会
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
関
連
の
質
問

を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
一
年
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
熱
い
ご
支
援
を
胸
に
、
医
療
・

福
祉
・
介
護
等
の
社
会
保
障
体
制
の
充
実
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
、
医
薬
品
・
医
療
機
器
等
の
医
療
関
連
産
業
の
育
成
・

発
展
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
対
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら

も
一
生
懸
命
務
め
て
参
り
ま
す
。 

来
年
は
、
消
費
税
率
が
１
０
％
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
、
医
療
関
係
の
消
費
税
制
の
抜
本
的
な
解
決
を
図
る
と
と

も
に
、
安
定
し
た
社
会
保
障
制
度
構
築
の
た
め
、
全
力
で
取
組
ん
で

参
る
所
存
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
発
の
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

薬
バ
ロ
キ
サ
ビ
ル
（b

a
lo

x
a
v
ir

商
品
名
は
「
ゾ
フ
ル
ー
ザ
」）
が
、
世
界
的
に

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、C

a
p
-

依
存
性
エ
ン
ド
ヌ
ク
レ
ア
ー
ゼ

（e
n

d
o
n

u
c
le

a
s
e

）
阻
害
作
用
（
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
に
必
要
な
酵
素
で
あ
る
エ

ン
ド
ヌ
ク
レ
ア
ー
ゼ
を
阻
害
す
る
作
用
）
を
機
序
に
持
つ
世
界
初
の
薬
で
す
。
発

想
し
、
開
発
し
た
企
業
の
研
究
者
に
は
畏
敬
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。 

詳
し
い
説
明
は
省
き
ま
す
が
、
藤
井
議
員
が
若
い
時
研
究
に
勤
し
ん
で
い
た

頃
に
、C

a
p

構
造
（
リ
ボ
核
酸
が
受
け
る
変
化
の
一
つ
）
発
見
に
絡
ん
だ
「
因

縁
」
が
有
っ
た
事
を
ネ
ッ
ト
で
知
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

C
a
p

構
造
の
世
界
最
初
の
発
見
者
で
あ
る
古
市
泰
宏
博
士
が
書
い
た
、
故
野

本
明
男
博
士
の
追
悼
文
中
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
以
下
の
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス
で
ご
覧
く
だ
さ
い
） 
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そ
れ
は
、
古
市
先
輩
が
若
か
り
し
野
本
明
男
にC

a
p

構
造
の
検
出
方
法
を
伝

授
し
て
い
る
と
き
に
、
手
早
く
自
分
の
研
究
を
終
え
た
藤
井
基
之
、
柴
崎
正
勝
等

が
「
野
本
飲
み
に
行
こ
う
ぜ
！
」
と
頻
繁
に
誘
い
に
来
て
往
生
し
た
！
と
の
冗
談

交
り
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

柴
崎
正
勝
先
生
は
ご
存
じ
の
様
に
一
方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
で
あ
る
「
タ

ミ
フ
ル
」
の
新
規
合
成
法
開
発
者
と
し
て
有
名
で
、
藤
井
議
員
は
、
タ
ミ
フ
ル
の

備
蓄
に
国
会
で
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
め
ぐ

る
「
因
縁
」
が
学
生
時
代
に
偶
然
あ
っ
た
の
で
す
。 

故
野
本
明
男
博
士
は
そ
の
後
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
に
は
こ
の

C
a
p
-

依
存

e
n

d
o
n

u
c
le

a
s
e

が
無
い
事
を
証
明
し
た
こ
と
で
高
名
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
業
績
で
学
士
院
賞
を
貰
い
ま
し
た
。
柴
崎
正
勝
先
生
も
合
成
分
野
で
学
士

院
賞
を
貰
い
か
つ
、
毎
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

思
え
ば
、
古
市
先
生
のC

a
p

構
造
発
見
が
１
９
７
５
年
頃
、
そ
し
て
新
薬
と

な
っ
た
の
が
２
０
１
８
年
、
そ
の
間
約
四
十
年
以
上
か
か
っ
て
い
ま
す
。
長
か
っ

た
の
か
？ 

短
か
っ
た
の
か
？ 

古
市
先
生
の
論
文
は
当
時
「T

h
e
 m

o
s
t c

ite
d
 p

a
p
e
r

」
と
絶
賛
を
受
け
ま

し
た
。
新
発
見
が
新
薬
に
結
び
つ
く
ま
で
の
困
難
さ
を
物
語
る
気
が
し
ま
す
。 

発行所 もとゆき会 
 

〒103-0007 
東京都中央区日本橋浜町 

2-35-7 島鶴ビル 601 号 
電話 03-3６60-4302 

  

コラム 

冨

山 

格 

元
長
野
県
議
会
議
員 

も
と
ゆ
き
会
会
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平成 30 年 8月 21 日（火） 
自民党総裁選日程決定。 

 
 
 
 

平成 30 年 8月 30 日（木） 
自民党・厚生労働部会の薬事小委員会が、 
開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 9月 4 日（火） 
沖縄知事選応援のため沖縄を訪問。 

 

 

 

 

平成 30 年 9月 16 日（日） 
千葉県船橋市で AJP フォーラム 2018 が
開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 9月 20 日（木） 
  自民党総裁選挙が永田町自民党本部で行わ

れました。 
 

 

 

 

 
平成 30 年 9月 22 日（土）～２４日（月） 

金沢にて日本薬剤師会学術大会が開催さ
れ、２２日は懇親会、２３日開会式などに
参加いたしました。 
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藤井もとゆき国会日記 その１ 

自由民主党総裁選挙の日程は、9 月 9日告示、 
９月20日議員票の投・開票（衆院283、参院122）
及び党員票の開票と決まりました。総務会も了解
し、6 年ぶりの総裁選挙となります。 

7 月 18 日以来の自民党・厚生労働部会の薬事小委
員会が開催されました。薬機法改正について厚生労
働省からの経緯説明の後、日本薬剤師会、日本保険
薬局協会、日本チェーンドラッグストア協会から法
改正に対する意見を伺いました。5年前の法改正の
きっかけとなった「医薬品ネット販売」のその後の
状況についての厚労省サイドの不十分な説明ぶり、
及び一部団体の陳述において法改正に消極的な意
見があったことは残念です。 
 

日本薬剤師連盟主催の AJP フォーラム(All Japan 
Pharmacists Forum)2018 が千葉県船橋市クロ
スウェーブ船橋で開催され、祝辞を述べさせていた
だきました。 
 
 

沖縄知事選応援のため沖縄を訪れておりましたが、
那覇からの帰路のフライトは、台風 21 号の影響等
の天候チェックの結果（条件付離陸許可）が出たの
は、出発予定時刻の 50 分前でした。無事羽田まで
飛び帰京できました。 
 

安倍陣営の選挙対策本部は 12 時前、近くのホテル
で出陣の会を開催。ランチのカツカレーは昼食にし
てはボリュームたっぷりです。 
その後、自民党総裁選挙は党本部８階ホールで 1 時
スタート。議員は衆・参あいうえお順の指定席。点
呼の後壇上で投票、2 時過ぎに結果が出ました。 
安倍５５３票（議員票 329、党員算定票 224）、 
石破２５４票（議員票 73、党員算定票 181）で、
安倍３選が決まりました。新総裁誕生をもって党役
員は任期を終えますし、首班指名の後、予定される
内閣改造は 10 月早々と言われております。 
 

今年の大会は、2 日間金沢市内石川県立音楽堂等で
開催されました。 
「人として、薬剤師として」をテーマに、全国から
8,200 人強の薬剤師が一堂に会しました。 
開会式はパイプオルガンをバックミュージックにし
て始まり、表彰式後には能舞台が現れ「高砂」、そし
て 17：10 からの特別企画は平野加奈さんのピアノ
演奏。 
会場が音楽堂だからというわけではないでしょう
が、これまでの学術大会とはひと味違う味付けがさ
れておりました。主催者の知恵でしょうね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年１０月 2 日（火） 
第 4 次安倍改造内閣が発足しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 30 年１０月 23 日（火） 

自民党の文部科学部会・科学技術イノベー
ション調査会合同会議が党本部で 11 時か
ら開催されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 30 年１０月 24.日（水） 

第１９７回臨時国会が召集されました。 
 
 
 
 
 
 
 
平成 30 年１１月 3 日（土）～4日（日） 

大分県別府市で開催されました第 79回 
九州山口薬学大会に出席しました。 

 
 
 
 
 
 
平成 30 年１１月 15 日（木） 
  10 時よりの参議院厚生労働委員会におい

て今年 6 回目となる質問に立ちました。 
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藤井もとゆき国会日記 その２ 

初入閣が１２人と、安倍政権で最多となっており、
低次元の見方かもしれませんが、派閥対応型の組閣
とも映ります。過去多くの難題対応に当たってきた
宏池会からは１人減り３名の入閣です。ということ
は現時点では緊急の難題が見えないということで
しょうか？ 厚生労働大臣は加藤勝信氏から宏池
会の根本匠氏にバトンタッチされました。社会保障
改革の行く末を担います。石破派から只一人の入
閣、法務大臣に抜擢された山下貴司氏は、小生の中
学・高校・大学の後輩です。彼の能力には非凡なも
のがあり、活躍を期待します！ 

 

 

 

昨年の宮崎大会は台風にたたられましたが、今年は
秋晴れです。きっと４,0００名近くの参加者をはじ
めとする関係者の皆様の日頃の行いの良さからで
しょう。大会テーマは「薬剤師の天命を感得する～
西洋医術発祥の地、豊の国からの飛躍を～」我々薬
剤師の一層の社会実践により、国民の皆様に薬剤師
職能の価値を感得してもらえるようお互い頑張り
ましょう！ 

今年のノーベル賞受賞者の本庶佑先生の講演「新し
いがん治療の方向を見据えた我が国の生命科学推
進」を拝聴するため、大勢の議員等が集まり会場は
満員の盛況となりました。小生は党総務会と時間が
かぶったため、途中から出席しました。本庶先生の
話は「政府のやるべきことはライフサイエンス等の
基礎研究に十分な予算を！」等でした。時間の制約
もありましたが、質問に立ち「日本製薬産業の新薬
開発における弱点は？」「医薬品の価格に対する考
え方」の 2 点を尋ねました。超一流の研究者の発言
はそれなりに意義深いものですね。 
政治もしっかりしなければ・・・ 
 
 
１０時より本会議が開かれ議席指定、常任委員長の
選挙、特別委員会設置の審議が行われた後、休憩に
入りました。１３時より天皇陛下をお迎えし開会式
が行われ、休憩後、１５時より本国会の会期の件が
諮られ１２月１０日までの４８日間となりました。
その後、安倍総理大臣による所信表明演説、麻生財
務大臣による財政演説が行われました。 

来年10月に予定されている消費増税に伴う薬価へ
の上乗せ改定の時期について、健康食品が軽減税率
の対象となり、一般用医薬品が対象外になることに
よるセルフメディケーション推進策への影響につ
いて、感染症対策において、現在流行している風疹
対策及び抗インフルエンザ薬の備蓄状況について、
薬物乱用対策のうち特に大麻のカナダ等の動きに
ついて、厚労省の医薬品医療機器制度部会で審議し
ている「薬剤師・薬局のあり方」に関連して、現在
の検討状況について等の質問を行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の趣味は、クラシック音楽の演奏を聴きに行くことです。私のクラシ
ック音楽との出会いは、私が４歳か５歳の頃、家にあった昔のレコード盤
をレコードプレーヤーの上で回して遊んでいたことがきっかけです。古い
レコード盤が動くとき、単なる盤のしみがまるで怪獣が踊っているように
見えて、子供心に興味深く、また、耳でもプレーヤーから流れる音楽を覚
えて、いつの間にかクラシック音楽にハマってしまった、というものです。 
 その演奏会ですが、最近は大編成のオーケストラよりも、ピアノソロリ
サイタルや、こぢんまりとした音楽喫茶などで開かれるコンサートに、時
間をつくって聴きに行くことを楽しみとしています。 
 さる 11 月 18 日の日曜日の夜７時、東京都文京区内のテレビや雑誌に
も紹介をされて有名な音楽喫茶で開かれたコンサートに足を運びました。
その時にふと、この「もとゆきかわら版」の原稿のことを思い出しまして、
当初こちらに書く予定の内容を変更して「そうだ、この演奏会のことと写
真をぜひ載せたい」と思ったのです（笑）。 
 このような演奏会の良さは、演奏する場所と客席の距離が近く、演奏者
の表情を間近に見ることができて、また、息づかいが聞こえてくるような、
そんな臨場感を楽しむことができることでしょう。また、その場でいま、
音楽が生み出されて、奏でられるのを聴くのはＣＤにはない魅力です。 
 当日の演奏者も以前からの知り合いで、演奏終了後の会話もまた楽しい
ものです。写真は素晴らしい演奏を披露されました、「トリオダンシュ フ
ロム オランダ」のメンバーです。 
 左からファゴットの江草智子さん、オーボエの太田愛美さん、クラリネ
ットの岩渕仁美さん。皆さん、有名音楽大学を卒業し、名前の由来でもあ
るオランダの名門マーストリヒト音楽院に留学し、ともに研鑽を積んだ間
柄で息もピッタリ。現在は国内を拠点として演奏活動に励んでいる実力派
です。 
 私のこの拙い文章をお読みくださっている皆さんも、まだでしたらぜひ
一度、クラシック音楽の演奏会に足を運ぶ、又はＣＤを聴いてみてはいか
がでしょうか。  
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藤井基之国会事務所 
 
〒100-8962  
東京都千代田区永田町 2-1-1 
   参議院議員会館 1218 号室 

 ０３－６５５０－１２１８ 
Fax ０３－３５９７－９３９３ 

藤井基之浜町事務所 
 
〒103-0007  
東京都中央区日本橋浜町 2-35-7 
         島鶴ビル 601 号 

 ０３－３６６０－４３０２ 
Fax ０３－３６６０－４３２８ 
 

もとゆき会とは、藤井基之先生の政治家としての大成を期するため活動している政治
資金規正法に基づく政治団体です。藤井基之先生の政治理念や人柄などに共鳴した人々
の「藤井もとゆきファンクラブ」のようなものです。「藤井もとゆき勝手連」とも通称
しています。会員になりたい方、関心のある方は、下記の藤井基之事務所にお問い合わ
せください。 
入会金や会費はありませんが、個々の事業や活動の実施に必要な場合は、その都度、

費用を会員や参加者から徴収させていただきます。 
もとゆき会の活動をご理解いただくために、ホームページを開設いたしております 

ので、右記アドレスにアクセスしてみて下さい。 

 

もとゆき会入会の案内 

 

もとゆき会 HP： 

http: //www.fujii.tv/ 

日本医療機器協会事務局長 

  

 

クラシック音楽の演奏会  

日時：平成３０年１１月１３日(火) 

   １８：3０～２０：00 

場所：ホテルニューオータニ 

芙蓉の間 

 

平成３０年１１月１３日 ホテル

ニューオータニ芙蓉の間にて「藤井

もとゆき君と語る会」が開催されま

した。 

全国各地より多くの支援者の方々

のご参加を頂き、日本薬剤師連盟副

会長本田あき子様の司会により、日

本薬剤師連盟会長山本信夫様の開

会ご挨拶に続き、各界来賓の方々よ

り励ましのお言葉をいただきまし

た。その後、乾杯のご発声を衆議院

議員とかしきなおみ様より頂き懇

談に移りました。 

皆様のご支援を糧に、今後とも一層

精進して参りますことをお誓い申

し上げます。 

 

「藤井もとゆき君と語る会」 

  開 催 ！！ 
 

クラシック音楽の「食わず嫌い」と
いうか「聴かず嫌い」はじつにもった
いないと思います。 
また、コンサート選び、クラシック

音楽の入門としてどの曲から聴いてゆ
けばよいか、などは誌面に書き切れま
せん。ご興味のある方と“音楽談義”
に花を咲かせたいですね。 

 

もとゆき会会員 
髙 橋 健 次 

 


